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浄化槽などからの生活排水が、河川汚濁の大きな原

なっています。浄化槽の定期清掃をしましょう。

７月１日から、浄化槽清掃済みシールの貼付を始めます

容
二
三
－
六

一
八
八

都
市
計
画
課

　
　
容
二
三

清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
容
二
二

公
害
交
通
課

五
四
三
六

六
二
六
一

●
浄
化
槽
を
正
し
く
維
持
管
理
す
る
。

生活排水の内訳

　　(ＢＯＤ)

●
調
理
く
ず
を
流
さ
な
い
。

河川に流れ込む汚濁物ｊ

　　　　(ＢＯＤ)

※ＢＯＤとは生物化学的酸素要求址のことで、川の

　汚れの指標となる代表的な数他です。

●
石
け
ん
か
無
リ
ン
洗
剤
を
正
し
く

　
量
っ
て
使
う
。

－ｑ

家
庭
で
で
き
る

河
川
浄
化
の
対
策
は

岡
崎
市
民
運
動
推
進

連
絡
協
議
会

　
　
会
長
中
川
尊
雄
さ
ん

　
水
は
命
の
源
で
あ
り
、
川
は

み
ん
な
の
財
産
で
す
。
美
し
い

川
を
子
孫
に
残
す
こ
と
は
、
私

た
ち
の
義
務
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
市
推
協
と
し
て
も
生
活
排

水
浄
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
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化
哨
は

ｌ

使
川
し
て
い
る
う
ち

に
汚
泥
が
た
ま
り
ま
す
力
で
、
年
。

川
以
Ｌ
の
清
掃
か
法
津
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
甫
寸
門
業
者
に
よ
る

定
例
的
な
保
守
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
斤
ト
六
弟
斤
月
ま
で
市

販
さ
れ
て
い
た
「
企
ぱ
っ
気
方
式
・

は
、
お
お
む
ね
六
か
目
に
一
叫
の
清

掃
が
必
要
で
す

清
掃
済
み
の

シ
ー
ル
を
貼
り
ま
す

　
浄
化
槽
の
定
期
的
な
沁
掃
が
済
ん

で
い
る
>
　
　
I
　
Ａ
　
I
を
証
す
る
た
め
「
浄
化

槽
清
掃
済
証
　
　
を
貼
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
、

▼
実
施
時
期
　
七
月
一
日
か
ら

▼
実
施
方
法
　
浄
化
槽
清
掃
業
者
が

　
清
掃
時
に
見
や
す
い
と
こ
ろ
に
貼

　
り
ま
す
．

　
浄
化
槽
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
ａ
二
二
―
五

四
三
六
）
又
は
岡
崎
保
健
所
（
容
二

二
－
二
五
〇
一
）
　
へ
。

岡
崎
市
地
域
婦
人
団
体

連
絡
協
議
会

　
　
会
長
太
田
貴
代
子
さ
ん

　
生
活
排
水
浄
化
の
主
役
は
、

私
た
ち
女
性
で
す
。

　
今
日
か
ら
で
も
実
行
可
能
な

こ
と
ば
か
り
な
の
で
、
会
員
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら

婦
連
協
の
活
動
の
重
点
の
一
つ

と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
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今
年
も
ま
た
雨
に
よ
る
肢
害
が
心
配
さ

れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
被
害
を
妓
小

限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
家
庭
で
ど
の
よ
う
な
防
災
対
策
を
た
て

た
ら
よ
い
か
を
皆
さ
ん
で
話
し
八
‥
つ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
さ
っ
そ
く
。
我
が

家
の
防
災
会
議
″
を
開
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

防
災
診
断
を

　
　
し
よ
う

○
　
過
去
に
学
ぶ

　
　
災
害
は
く
り
返
し
起
こ
る
も
の
で
す
。

　
過
去
に
ど
ん
な
被
書
を
受
け
た
か
を
知

　
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

＠
　
地
域
の
特
性
を
知
る

　
　
皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
安

　
全
で
し
ょ
う
か
。
川
や
が
け
の
位
置
な

　
ど
地
形
の
特
性
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が

　
必
要
で
す
。

＠
　
環
境
の
変
化
に
注
意
す
る

　
　
山
休
の
伐
採
、
池
の
埋
め
立
て
、
宅

　
地
造
成
な
ど
に
よ
る
環
境
の
変
化
に
よ

　
っ
て
災
害
発
生
の
様
子
が
変
わ
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。
ま
わ
り
の
変
化
に
よ
く

　
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
の
準
備

　
『
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
』

と
い
わ
れ
ま
す
。
災
害
を
未
然
に
防
ぎ
、

大
き
な
被
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
日

ご
ろ
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
に
心
が
け
ま

○
　
ラ
ジ
オ
。
テ
レ
ビ
な
ど
の
気
象
情
報

　
や
防
災
上
の
注
愚
心
Ｉ
項
を
よ
く
聞
く
。

＠
　
災
害
時
に
、
隣
近
所
の
人
と
協
力
し

　
て
避
難
な
ど
が
で
き
る
よ
う
１
　
前
に
話

　
し
八
口
っ
て
お
く
。

＠
　
停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電
灯
、
携
帯

　
ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
。

０
　
付
近
の
地
形
か
ら
み
て
、
ど
ん
な
災

　
害
が
起
き
や
す
い
か
を
よ
く
知
り
、
災

　
害
が
起
こ
っ
た
場
合
の
安
全
な
避
難
場

　
所
と
避
難
路
を
確
か
め
て
お
く
。

ｌ

覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ

あ
な
た
の

い

避
難
場
所

　
市
で
は
、
風
水
害
の
と
き
の
避
難
場
所

と
し
て
次
の
と
こ
ろ
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
安
全
な
最
寄
り
の
避
難
場
所
を

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
、

▼
甲
山
中
学
校
区
　
市
役
所
　
甲
山
中
学

校
　
梅
園
小
学
校
　
眼
石
小
学
校
　
せ
き

れ
い
ホ
ー
ル

▼
美
川
中
学
校
区
　
美
川
中
学
校
　
男
川

小
学
校
　
美
八
‐
小
学
校
　
織
維
セ
ン
タ
ー

　
大
平
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
南
中
学
校
区
　
南
中
学
校
　
羽
恨
小
学

校
　
岡
崎
小
学
校
　
小
豆
坂
小
学
校
　
南

部
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
竜
海
中
学
校
区
　
市
役
所
　
竜
海
中
学

校
　
六
″
Ｊ
‥
小
学
校
　
三
島
小
学
校
　
竜
美

丘
小
学
校
　
岡
崎
市
体
育
館
　
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
　
六
名
学
区
市
民
ホ
ー
ム

▼
葵
中
学
校
区
　
葵
中
学
校
　
広
幡
小
学

校
　
井
田
小
学
校
　
愛
宕
小
学
校
　
市
民

会
館
　
働
く
婦
人
会
館

▼
城
北
中
学
校
区
　
城
北
中
学
校
　
連
尺

小
学
校
　
城
北
会
館
　
岡
崎
公
園
体
育
場

▼
福
岡
中
学
校
区
　
福
岡
中
学
校
　
福
岡

小
学
校
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こ
れ
か
ら
夏
に
向
か
っ
て
、
ゴ
ミ

▲昭和57年の大雨による乙川の増水（吹矢橋付近）

の
量
が
特
に
多
く
な
り
ま
す
、
収
集

・
連
搬
作
業
の
た
め
、
次
の
こ
と
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
必
ず
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
と
燃
や
せ
な

　
い
ゴ
ミ
に
分
け
、
丈
夫
な
袋
に
入

　
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
台
所
ゴ
ミ
は
水
分
を
よ
く
切
っ
て

１

＠
　
避
難
す
る
と
き
の
携
行
品
を
非
常
袋

　
に
入
れ
、
準
備
し
て
お
く
．

＠
　
家
や
塀
、
看
板
な
ど
を
補
修
し
、
側

　
溝
は
流
れ
を
よ
く
し
て
お
く
。

　
　
危
険
が

皿

迫
っ
た
ら

　
河
川
の
は
ん
濫
。
山
崩
れ
、
が
け
崩
れ

な
ど
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
起
こ
り
ま
す
、

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
、
家
財
道
具
へ
の

執
着
が
避
難
を
遅
ら
せ
、
大
事
を
招
い
た

例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
"
■
　
　
＞
＝
]
険
が
辿

っ
た
ら
何
よ
り
も
早
め
に
避
姚
し
ま
し
よ

○
　
避
難
す
る
時
の
持
ち
物
は
最
小
限
度

　
に
し
、
非
常
持
出
品
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

　
ク
な
ど
に
入
れ
て
背
負
い
、
両
手
は
あ

　
け
て
お
く
。

＠
　
身
じ
た
く
は
、
身
軽
で
体
温
を
逃
が

　
さ
な
い
よ
う
な
保
温
性
の
あ
る
服
装
に

　
す
る
。　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
プ
レ
ー
か
ん
は
、
必
ず
穴
を
あ

　
け
て
ガ
ス
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ゴ
ミ
の
持
ち
寄
り
場
所
の
前
に
は

　
駐
車
し
な
い
で
下
さ
い
。

●
決
め
ら
れ
た
日
時
に
、
決
め
ら
れ

　
た
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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▼
東
海
中
学
校
区
　
束
海
中
学
校
　
竜
谷

小
学
校
　
藤
川
小
学
校
　
山
中
小
学
校

本
宿
小
学
校
　
働
く
者
の
山
の
家
　
東
部

市
民
セ
ン
タ
ー
　
本
宿
学
区
市
民
ホ
ー
ム

　
藤
川
学
区
市
民
ホ
ー
ム

▼
河
合
中
学
校
区
　
河
合
中
学
校
　
生
平

小
学
校
　
秦
梨
小
学
校

▼
常
磐
中
学
校
区
　
常
磐
中
学
校
　
常
磐

南
小
学
校
　
常
磐
東
小
学
校
　
常
磐
小
学

校▼
岩
津
中
学
校
区
　
岩
津
中
学
校
　
恵
田

小
学
校
　
岩
津
小
学
校
　
大
樹
寺
小
学
校

　
大
門
小
学
校
　
百
々
保
育
園
　
梅
の
花

養
老
ホ
ー
ム
　
岩
津
市
民
セ
ン
タ
ー
　
大

樹
寺
学
区
市
民
ホ
ー
ム

▼
矢
作
中
学
校
区
　
矢
作
中
学
校
　
矢
作

西
小
学
校
　
矢
作
南
小
学
校
　
矢
作
西
保

育
園
　
矢
作
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
六
ツ
美
中
学
校
区
　
六
ツ
美
中
学
校

六
ツ
美
中
部
小
学
校
　
六
ツ
美
北
部
小
学

校
　
六
ツ
美
南
部
小
学
校
　
城
南
小
学
校

　
六
ツ
美
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
矢
作
北
中
学
校
区
　
矢
作
北
中
学
校

矢
作
東
小
学
校
　
矢
作
北
小
学
校
　
北
野

小
学
校

▼
新
香
山
中
学
校
区
　
新
香
山
中
学
校

奥
殿
小
学
校
　
細
川
小
学
校

▼
竜
南
中
学
校
区
　
竜
南
中
学
校
　
緑
丘

小
学
校
　
上
地
小
学
校
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応
募
資
格
　
十
八
歳
以
Ｌ
の
か
た

で
高
院
生
は
除
き
ま
す
。

　
そ
の
他
　
巾
初
級
コ
ー
刄
修
了
後
、

中
級
コ
ー
ス
の
開
設
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
　
口
初
級
コ
ー
ス
修
了
者
に

修
了
証
書
を
差
し
上
げ
ま
す
、
　
倒

昼
食
は
、
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

1
1
1
1
‐
―
‐

募集人員 申込方法 受講料 講座内容 ／
　・10

か定名
たﾚi程
をを度
優Jif!
光え
したて場
拙it
送は

　巾
　内
　の

午※
　受

日付

縮吽

[l間
・は

睨　゛
日平

は口休r-

･尽日lj
ま９
す時

　ｌ
　ヤ

　後
　４

　時

　七

　耀
　日

　午

　前
　９
　時

　Ｓ
　正

だ持６　市三
さっ月　　外万

いて８　の円゜清日　　か＿
　掃S　た12

　セ20　は回
　ン日　割分
　夕の｜川実
　｜間｜　糾費　へに■ 金゛

　お認
　越め
　し印
　くを

12
r- 7

回前f1

て9 8
修時日
r ^か

ヽr-ら8 唆紅
M -I週
11^時水
日　耀
休　日
み－

初

級

コ

Ｉ

ス

・　10H

ミ

才

へと希

お受望

越凧日

し料の

くを１

だ持週

さっ間

いて前

inま

　掃で

　ふ'-
　r=●ミ
　ン認

　夕め

　｜印

１　実価hi:
回　演後迦
二

|

に１日

千　ょ時il/l'
五・　り＼ u
百　指１
円　　■ft叫

⌒　一実　　１
費　I'll
゛　講

　　座　　－

一

般

開

放

・●

６月は危険物安全管理強調月間ですＯ
【

消防本部予防課　a2l－5 １５１

　
ふ
だ
ん
、
何
気
な
く
使
川
し
て
い

る
化
粧
品
の
マ
ニ
キ
ュ
ア
、
ヘ
ア

ス
プ
レ
ー
か
ら
段
虫
剤
。
灯
油
、
自

動
巾
川
が
ソ
リ
ン
、
人
ぷ
ら
油
に
い

た
る
ま
で
、
危
険
物
は
私
た
ち
の
生

活
の
巾
に
深
く
浸
透
し
、
今
や
な
く

て
は
な
ら
な
い
必
需
品
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
必
需
品
も
ち
ょ
っ
と
し

た
不
注
意
や
認
識
不
足
か
ら
思
わ
ぬ

災
害
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

　
こ
の
機
会
に
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
、
安
全
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
正
し
い
貯
蔵
と
取
り
扱
い

▼
家
庭
で
は
決
め
ら
れ
た
址
（
ガ
ソ

リ
ン
ニ
ト
リ
ッ
ト
ル
、
灯
油
町
リ
ッ

ト
ル
）
以
上
の
危
険
物
を
保
竹
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
ヽ
ス

▼
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
蒸
気
は

一
般
に
空
気
よ
り
爪
く
、
引
火
し
や

す
い
た
め
、
付
近
に
火
気
等
が
な
く

風
通
し
の
良
い
場
所
で
取
り
扱
い
ま

▼
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
等
の
空
き
缶
は
穴

を
あ
け
て
か
ら
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
た
き
火
な
ど
の
火
気
の
中
に

捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
、

※
危
険
物
に
つ
い
て
の
貿
問
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
消
防
本
部
予
防
課
（
酋

二
Ｉ
　
Ｉ
五
一
五
二
ま
で
お
問
い
〈
日

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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保留地予定地の処分をレます
萱23－6291岡崎東蔵前土地区画整理組合（岡崎市土地区画整理組合連合会事務局内）

　
保
留
地
予
定
地
の
位
置
及
び
処
分

筆
数
　
束
蔵
前
町
地
内
　
四
筆

　
処
分
方
法
　
公
開
抽
選

　
抽
選
参
加
受
付
　
六
月
ニ
ト
八
日

叫
　
午
前
十
時
～
正
午
　
販
蔵
前
町

公
民
館

　
抽
選
　
受
付
終
了
後
直
ち
に
行
い

ま
す
。

　
当
日
都
合
の
悪
い
か
た
の
参
加
受
付

二　Tこ八

I-　[■ 1-1
L ～二
日　i_l
巾　㈲

日

ー

牡4言

言工柚

一零曜後三

時

間

務合区岡
恥迪画崎

　合祭巾
　会理土　中,組地

場

所

　
抽
選
参
加
に
必
要
な
も
の

①
　
世
帯
全
貝
の
住
民
票
の
写
し
（
法

　
人
を
除
く
）

③②

抽
選
参
加
保
証
金
　
ト
万
円

印
鑑旦石脳娑ｸﾞ

tani

A^;ftn収載iit曲編
　一一

ゲ

- ｊ ’

●・

①①③②①
　
代
理
人
の
場
合
は
、

必
要

委
任
状
が

抽
選
に
参
加
で
き
な
い
か
た

　
禁
治
産
行
及
び
準
禁
治
産
者

　
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

　
未
成
年
者

　
保
留
地
予
定
地
を
、
営
利
を
目

的
と
し
て
売
買
の
用
に
供
す
る
者

そ
の
他
　
市
役
所
、
各
支
所
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
お
い
て
あ
り
ま
す
。

‰
ｊ
１
回
ｍ
λ
こ

;●1 ･>絢　　　Ｓ
-

中･●→･⇒-●一心

{厘Ｄ

保留地予定地の処分価額

Ｗ 面　　柚 1 m 当り

価格(円)

処分価額

　・円)in- 坪

● 515.65 155.98 79，100 40.787,915

＠ 190.69 rj7.(i8 77,400 14.759.406

＠ 544.36 164.li6 78,40( 42 677.824

○ 151.23 45,74 77.200 11.674.956

。I晶＝

ハ，

●／
月
／
は
／

計
量
強
調
月
間
で
す
／

生
活
課
消
費
生
活
係
　
酋
二
三
　
六
二
Ｉ
九

　
計
量
は
生
活
の
基
４
　
　
で
す
。
晦
日
　
　
啓
発
活
動
を
し
ま
す
。
（
六
月
六
日

の
買
物
の
量
目
、
健
康
管
理
の
た
め
　
　
倒
、
ジ
ャ
ス
コ
岡
崎
店
と
そ
の
周
辺
）

の
体
重
・
血
圧
チ
ェ
ッ
ク
、
快
適
で

経
済
的
な
室
温
の
確
認
な
ど
、
身
近

な
と
こ
ろ
で
役
立
っ
て
い
ま
す
。

計
量
の
重
要
性
を
見
直
し
、
は
か
る

習
慣
を
つ
け
、
無
駄
の
な
い
豊
か
で

健
康
な
暮
ら
し
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

計
量
強
訓
月
間
の
記
念
和
衷

　
一
日
計
量
士
　
プ
リ
ン
セ
ス
お
か

ざ
き
三
名
が
、
消
費
者
の
代
表
と
し

て
．
商
店
の
は
か
り
の
使
用
と
管
理

の
状
況
を
調
査
し
、
併
せ
て
街
頭
で

し

^^V ^jM^^

｜Ｆ
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
も
よ
く

　
わ
か
り
ま
す
。

　
家
庭
用
計
量
器
の
無
料
検
査
　
体

温
計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
台
所
用

は
か
り
、
血
圧
計
の
無
料
検
査
を
し

ま
す
。
一
度
、
確
か
め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

無料検査の日程と会場

日　　悍
会　　　　　　　場

午前9：3(卜11:30 午後i:30～3 :30

６月10 日印 広幡乍区llj民ホーム 堂前町春日公民館

u日俐 六ッ美南部学区市民ホーム 矢作5区公民館

12口吻 巾営雌木荘集会所 大平西町公民館

13日(I-J 市役所生活課 /
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寸
Ｉ
Ｉ
・

¶ ’ = - １

救
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
か
ら
見
た
葵
博

矢
作
ブ
ロ
ッ
ク

　
井
上
登
美
子
（
宇
頭
町
）

　
葵
博
－
岡
崎
8
7
は
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

の
並
並
な
ら
ぬ
ご
苦
労
に
よ
っ
て
、
素
晴

ら
し
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
会
場

の
中
で
、
メ
イ
ン
グ
ー
ト
を
入
っ
た
左
側

の
救
護
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

－
　
　
　
ｌ
ｊ
－
・

一
だ
き
ま
し
た
。

　
救
護
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
人
は
、
平

日
で
十
名
前
後
、
日
曜
・
祝
日
な
ど
で
二

付
言
辨
証

　
　

　
リ
奸
０
　
ニ
≒
ド

一
“
’
ｔ
ヽ
ヽ
生
理
痛
ヽ
叱
ず
れ
等
で
ヽ
思
゜
た

て
ｎ
、
　
　
　
　
　
　
　
ど

一
よ
り
軽
い
か
た
が
多
く
、
安
堵
し
ま
し
た
。

」
　
中
に
は
、
巨
大
映
像
の
ア
イ
マ
ッ
ク
ス

　 　
を
昆
て
気
分
が
悪
く
な
っ
た
か
た
も
い
ま

一
し
た
。
池
に
落
ち
て
ぬ
れ
ね
ず
み
に
な
っ

一
て
し
ま
っ
た
子
供
さ
ん
の
場
合
、
着
替
え

一
が
な
か
っ
た
の
で
裸
に
し
て
、
着
て
い
た

　 　
も
の
を
乾
か
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
以

一
後
警
備
の
か
た
も
、
よ
り
安
全
に
と
配
慮

一
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

●

か
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
の
マ
マ
さ
ん

ｊ
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

の
授
乳
や
、
お
む
つ
交
換
の
場
と
し
て
も

使
わ
れ
ま
し
た
。
救
急
車
が
出
動
し
た
の

は
、
小
児
喘
息
の
患
者
さ
ん
、
頭
を
け
が

し
た
人
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
人
な

ど
で
し
た
。

　
市
内
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
他
県
か
ら

も
毎
日
多
数
の
観
光
バ
ス
や
マ
イ
カ
ー
が

引
き
も
切
ら
ず
来
場
し
、
大
成
功
の
う
ち

に
幕
を
閉
じ
た
葵
匝
。
計
画
、
準
備
段
階

か
ら
、
か
か
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
人
た
ち
に

は
、
万
感
胸
に
せ
ま
る
思
い
が
あ
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
会
場
に
詰
め
て
い
た
も
の

の
一
人
と
し
て
、
葵
匝
－
岡
崎
8
7
に
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
苫

労
を
心
か
ら
ね
ぎ
ら
い
た
い
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

▲゛安心して葵博を七裏方さんは一生懸命

・ 卜

蓮y

如ｿﾞ

ま
つ
り

福
岡
ブ
ロ
ッ
ク

　
青
木
　
富
男
（
福
岡
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
･
I
し
*
^
｡
'
一

　
仕
事
で
碧
南
の
西
４
　
へ
行
っ
た
時
、
土

地
の
お
ば
あ
さ
ん
に
住
所
を
尋
ね
ら
れ
た

の
で
、
「
岡
崎
の
福
岡
だ
よ
」
と
答
え
る

と
キ
ョ
ト
ン
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
「
土

呂
だ
よ
」
と
言
い
直
す
と
、
「
あ
あ
、
連

如
さ
ん
の
土
呂
か
ね
。
こ
の
辺
も
昔
は
蓮

如
祭
り
で
賑
わ
っ
て
ね
エ
」
と
言
う
。

　
そ
れ
か
ら
昔
の
蓮
如
祭
り
の
。
サ
ー
カ

ス
、
お
ば
け
屋
敷
、
の
ど
自
慢
、
菊
人
形
、

柚
木
市
な
ど
、
一
服
の
わ
ず
か
な
時
間
で

は
あ
っ
た
が
話
に
花
が
咲
い
た
。

　
碧
南
の
西
端
に
は
応
仁
寺
と
い
う
寺
が

あ
る
。
こ
の
寺
は
蓮
如
上
人
が
、
応
仁
の

乱
の
こ
ろ
、
修
行
の
帰
路
三
河
に
来
た
折

建
て
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　
そ
の
こ
ろ
土
呂
に
は
本
宗
寺
が
建
て
ら

れ
、
京
都
と
東
国
を
結
ぶ
道
の
集
散
地
と

し
て
栄
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
土
呂
は

　
　
　
　
Ａ
)＜

■
i
i
-
-
t
＾
Ｃ

別
名
。
都
路
（
都
に
通
じ
る
路
の
意
ご
と

も
呼
ば
れ
た
。
土
呂
は
、
本
宗
寺
を
中
心

に
、
蓮
如
上
人
の
教
え
を
聞
く
人
々
の
町
、

寺
内
町
と
し
て
栄
え
た
。
現
在
も
福
岡
に

は
、
当
時
の
繁
栄
を
し
の
ぼ
せ
る
、
い
ろ

寥
Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

ち
哨
特
派
員

だ
よ
り

・●

い
ろ
な
地
名
が
残
っ
て
い
る
。

　
蓮
如
上
人
の
分
骨
は
、
御
堂
山
に
納
め

ら
れ
、
分
骨
謝
状
は
浄
専
寺
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
蓮
如
祭
り
に
は
、
こ
の
譲
状
の

ほ
か
、
蓮
如
上
人
の
御
詠
歌
な
ど
が
宝
物

と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　
昔
は
、
蓮
如
上
人
の
亡
く
な
ら
れ
た
日

に
お
参
り
を
し
て
い
た
よ
う
で
、
遠
く
か

ら
来
る
人
も
い
て
、
四
月
十
九
日
か
ら
二

十
五
・
六
日
ご
ろ
ま
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

浄
専
寺
と
、
墓
の
あ
る
御
堂
山
ま
で
の
道

程
に
、
御
正
忌
を
縁
と
し
て
集
い
、
生
き

て
い
る
こ
と
を
立
‥
び
合
っ
た
の
が
蓮
如
祭

り
の
始
ま

゛
つ
Ｉ

バ

１ １

で
あ
る
。
　
　
゛
一
｀
‐
゛
一

　
昔
の
よ
　
　

ｉ

五

い

１ １

し
は
な
く
な
　
゛

　
　
　
　
り
↑

つ
た
も
の
の
、
い

四
月
二
十
五

・
六
日
の
二

ｋ

日
間
は
、
今
ｙ

で
も
人
々
の
に

楽
し
み
の
】
　
一
一
一

つ
と
な
っ
て
き

い
る
。
　
　
　
　

｀

ト
露
店
も
出
て
、
賑
わ
う
蓮
如
祭
り

一一一一・一一・斟

ｌ
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昭和62年度

六ツ美悠紀斎田

あ田植えまつり

６月７日(日)午後２時から

中島八幡社内大正宮　　　　・こ1。七万と;iiZまTL

　～悠紀斎田（中島町丸の内）尽こ三回w^gB^u喩節
／

Ｏ日時

Ｏ場所

Ｏ内容　記念式-→お田植えおどり(大正宮

　　　から約500 m踊りの行進)一お田植式

　　　(古式にのっとり２アールの田にお田植え)

※雨天の場合は六ッ美南部小学校体育館で行いま　●。

六ツ美悠紀斎田保存会

岡崎市教育委員会・岡崎市観光協会

　　す。

Ｏ主催

Ｏ後援

I ● 一 一 j ● ， － ● I_ＪＪ１一一●←Ｊ－－ Ｓ－
－ ＿ － ． ● ．● ミ ミ j ･ ・ 4 ･

】

Ｏ
ア
メ
リ
カ
の
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

市
　
　
長

　
一
昨
年
ヨ
ー
ロ
ヴ
バ
を
視
察
し
た
際
、
イ
タ
リ
　
を
動
か
し
、
改
修
は
一
部
の
み
と
な
り
、
蛇
行
部

ア
の
ベ
ニ
ス
を
訪
れ
た
。
ト
数
年
前
に
も
行
っ
た
　
分
の
ほ
と
ん
ど
を
そ
の
ま
ま
残
す
結
果
と
な
っ
た
。

こ
と
が
あ
り
、
変
り
様
に
興
味
を
持
っ
た
。
と
こ
　
　
改
修
が
不
十
分
で
あ
る
の
で
、
必
然
的
に
洪
水

ろ
が
昔
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、
　
が
起
き
る
。
し
か
し
、
市
と
住
民
の
協
定
書
に
、

ペ
ニ
ス
で
は
道
路
の
か
わ
り
に
運
河
が
張
り
巡
ら
　
洪
水
に
よ
る
被
害
に
関
し
て
、
市
は
責
任
を
負
わ

さ
れ
て
い
て
、
交
通
機
関
も
ゴ
ン
ド
ラ
に
代
表
さ
　
な
い
旨
の
条
項
を
盛
り
込
ん
で
、
了
解
が
成
立
し

れ
る
舟
が
全
て
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
世
界
で
た
だ
　
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
も
、
こ
の
よ
う
な
部
分
が

一
つ
、
車
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
た
街
で
あ
ろ
う
。
あ
り
、
国
や
人
を
固
定
観
念
で
見
て
し
ま
う
こ
と

　
ト
年
以
上
前
に
見
た
ま
ま
の
ベ
ニ
ス
の
姿
を
前
　
の
危
険
性
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

に
し
て
、
か
た
く
な
に
量
観
を
維
持
し
て
い
る
ヨ
　
　
ひ
る
が
え
っ
て
岡
崎
を
見
る
と
、
や
は
り
中
心

Ｉ
ロ
ッ
バ
の
人
た
ち
の
心
意
気
を
感
じ
、
胸
を
打

た
れ
た
。

　
さ
て
、
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
と
な
る
と
、
開
拓
精

神
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
満
ち
た
国
と
い
う
固
定

説
念
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
か
ろ
う
。

　
ア
メ
リ
カ
の
テ
キ
サ
ス
州
に
、
第
二
の
ベ
ニ
ス

と
言
わ
れ
る
サ
ン
ー
ア
ン
ト
ニ
オ
市
が
あ
る
。
市

の
真
ん
中
を
流
れ
る
サ
ン
ー
ア
ン
ト
ニ
オ
川
は
、

大
き
く
蛇
行
し
、
そ
れ
が
原
囚
と
な
っ
て
、
何
度

も
大
洪
水
を
起
こ
し
て
お
り
、
市
が
改
修
計
画
を

立
案
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
ペ
ニ
ス
に
た
と
え
ら
れ
る
よ
う
な

風
情
の
あ
る
景
観
を
、
河
川
改
修
に
よ
っ
て
嵩
す

こ
と
は
ま
か
り
な
ら
ん
と
す
る
、
市
民
に
よ
る
反

対
運
動
が
持
ち
あ
が
っ
た
。
こ
の
運
動
が
市
当
局

街
を
乙
川
と
矢
作
川
が
貫
流
し
、
岡
崎
を
特
徴
づ

け
る
景
観
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
全
国
に

も
ま
れ
な
自
然
の
恵
み
を
、
古
い
歴
史
と
結
び
つ

け
、
親
水
性
を
強
調
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
、
大
き

な
期
待
が
持
て
る
の
で
あ
る
。

▲布袋（ほてい）とスズメ

お詫びと訂正　５月15日号「よもやま日記」の１行目、10行目、16行目に「岡崎青年会議所」とある
のは「岡崎市青年経営者団体連絡協議会」の誤りでしたので、お詫びとともに訂正いたします。



- 10 -

サ

⑤よ⑤砂品⑤個１
●

賀
ふ
る
き
と
は

一一

^の

　ー　　　＿

含
に

↓ぶ葛
独
眼
竜
政
宗
”
の
地

１
宮
城
県
仙
台
市

佐
　
藤
　
和

　
　
　
　
（
む
‥
歳
・

滝子

原稿をお寄せくだ^，ページです。情報、

　
豊
か
な
縁
に
恵
ま
れ
、
旺
の
祁
と

呼
ば
れ
て
い
る
ふ
る
さ
と
仙
台
は
、

日
４
　
　
一
を
誇
る
定
禅
寺
通
り
の
ヶ
ヤ

キ
並
木
を
始
め
、
美
し
い
自
然
と
古

い
歴
史
を
持
つ
た
ま
ち
で
す
。

　
ま
た
、
東
北
新
幹
線
、
牡
北
自
勁

小
道
の
開
通
に
げ
い
、
束
北
の
政
治
、

経
済
、
政
光
、
文
化
の
中
心
部
巾
と

し
て
、
近
年
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
人
目
じ
ト
余
万
人
を
擁
し
、
巾
内
中

心
部
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ホ
テ
ル
な

ど
鳥
屑
ビ
ル
が
建
ち
拒
び
、
今
ぽ
に

は
地
下
鉄
も
開
通
す
る
予
定
で
す
。

　
仙
台
駅
を
降
り
、
青
葉
通
り
を
西

IT

恥¬

ｈ

騎
馬
像

さ
ん

町

Ｗ
・●

▲佐藤和子さん

に
向
か
う
と
市
内
を
四
流
す
る
広
瀬

川
。
に
出
会
え
ま
す
、
河
鹿
が
鳴
き
、

ア
ユ
の
や
節
に
は
釣
り
糸
を
た
れ
て

い
る
人
の
姿
も
見
ら
れ
、
今
な
お
ｍ
Ｈ
と

変
わ
ら
な
い
清
流
を
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　
伊
達
六
ト
二
万
石
の
七
‐
葉
城
と
し

て
、
そ
の
I
＞
;
：
を
知
ら
れ
た
城
跡
一
帯

は
、
今
、
青
葉
山
公
園
と
な
り
、
近
く

に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
防
物

館
、
芙
術
館
が
あ
り
、
巾
民
の
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
復
一
几

さ
れ
た
人
手
門
隅
防
と
わ
ず
か
に
残

る
苔
む
し
た
城
唯
に
当
時
の
栄
革
を

し
の
ぶ
だ
け
で
す
が
、
天
守
台
か
ら

は
市
内
が
一
望
で
き
、
よ
く
晴
れ
た

日
に
は
遠
く
太
平
洋
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
政
宗
の
騎
馬
像
、

仙
台
が
生
ん
だ
詩
人
土
井
晩
翠
の
【
荒

城
の
月
】
の
碑
が
建
ち
、
多
く
の
観

光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
続
く
青
葉
山
一
帯
は
、
東

北
大
学
工
学
部
な
ど
の
研
究
棟
が
並

び
、
多
く
の
学
生
が
日
夜
、
勉
学
に

励
ん
で
い
ま
す
。
市
内
に
は
こ
の
外
、

岡
崎
出
身
の
本
多
光
太
郎
同
士
の
「
金

-

－　一一一●

ごんごちは/

‐
－
・
出
店
ま
で
の
ご
苫
労
は
・
…

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
婦
人
会
の
活

動
目
標
に
葵
溥
へ
の
参
加
を
挙
げ
て

い
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
お
話
が
あ

っ
て
か
ら
の
期
間
が
短
か
く
、
ど
う
し

て
よ
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
各
学
区
で
ピ
ー
コ
人
形
を
作
っ
た

り
、
「
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
の
歌
」
の
ダ
ン

ス
や
体
操
を
行
っ
た
り
し
て
、
機
会

あ
る
事
に
啓
蒙
し
た
こ
と
で
、
参
加

の
気
運
が
盛
り
上
が
り
、
当
時
の
役

員
さ
ん
た
ち
と
計
り
、
婦
巡
協
バ
ザ

ー
ル
の
実
行
委
員
会
が
出
来
ま
し
た
。

　
五
十
八
日
間
と
い
う
長
い
期
間
を

う
ま
く
乗
り
切
れ
る
か
と
心
配
で
し

た
が
。
婦
人
の
力
で
葵
陣
の
成
功
の

一
端
が
に
な
え
る
な
ら
・
：
と
、
お
手

伝
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

－
―
商
品
な
ど
に
つ
い
て
は
・
…

　
最
初
、
蚤
の
市
の
よ
う
な
も
の
を

や
っ
て
は
と
、
京
都
ま
で
勉
強
に
行
っ

た
の
で
す
が
、
素
人
で
は
無
理
だ
と

わ
か
り
、
手
作
り
品
や
持
ち
寄
り
品

な
ど
へ
と
方
向
転
換
を
し
ま
し
た
。

　
売
り
場
で
は
毎
日
「
学
区
デ
ー
」

ｌ

　葵博丿岡崎'87の

市民バザール館の

婦連協バザールを

出店した

婦連協バザール

　　実行委員会会長

太田貴代子さん

　(46歳・美合町)

を
設
け
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
日
替
わ

り
で
担
当
し
て
い
た
だ
き
、
思
い
出

づ
く
り
に
も
な
れ
ば
と
思
い
ま
し
た

収
益
も
学
区
に
還
元
す
る
こ
と
に
し

た
と
こ
ろ
、
売
り
場
に
会
の
旗
が
掲

げ
ら
れ
た
り
し
て
、
す
ば
ら
し
い
協

力
体
制
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

開
幕
し
て
か
ら
は
…
。

　
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
こ
ら
し
た
手
作

り
品
が
た
く
さ
ん
出
品
さ
れ
て
、
毎

日
が
楽
し
み
で
し
た
。

　
ま
た
、
地
元
の
多
く
の
皆
さ
ん
か

ら
の
応
援
や
、
県
内
外
の
婦
人
会
か

ら
も
大
勢
の
か
た
が
激
励
に
来
て
い

た
だ
き
大
変
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

終
わ
る
に
あ
た
っ
て
一
言
…
．

　
と
に
か
く
、
皆
さ
ん
の
協
力
で
無

事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
て
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
期
間
中
、
多
く
の
会

員
の
か
た
と
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
た

こ
と
も
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

卜
会
長
さ
ん
の
個
人
的
感
想
は
・
：

　
葵
博
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
、
私

に
と
っ
て
一
生
の
思
い
出
と
な
り
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　　　回回回　高校野球　恥恥回

　明治29年４月に針崎の勝鬘寺を仮校舎とし、県

立岡崎第二尋常中学校（岡中・岡高）が開設され

ました。この年、藤田猪太郎氏が有志を集め、矢

作川の河原で野球の練習を始めました。翌年、戸

崎の新校舎に移り、明治3l年、竜城野球倶楽部が

結成され、これともう一つのクラブが、共にまと

まって愛知県立二中野球部となりました。これが

岡崎における鳥校野球のさきがけといえます。

　九十年の歴史を誇る岡高野球部は、昭和24年と

29年と２度にわたり甲子園の春の選抜大会に出場

し、幾多の名選手を輩出しています。

（参考:愛知二巾･岡崎中学･岡崎高校野球部九十年史）

ト
明
治
末
期
の
野
球
部
員

　
　
（
野
球
部
九
十
年
史
よ
り
）

　小さいころから野球が好きで

したが、本恪的に始めたのは岡

中に入ってからで、終幟の年の

秋、岡崎の早座戦といわれた岡

中対岡商の試合に、ただひとり

２年生で出場しました。当時は

用具もなく、先輩の家をまわり、

残っていたボールやバットを集

めて練習をしました。新制高校

昔を語る

渡辺亘夫さん

(56歳・明大寺町)

の３年生の昭和24年の春、念願の甲子園に出場す

ることになり、１週間分のお米を持っていったの

ですが、大会初日の第2試合で負けてしまいました。

･･●

野
球
部
（
三
河
高
校
に
て
）

　
新
し
い
伝
統
を
築
こ
　
　
　

う
と
練
習
に
励
む
高
校

市政だより

このページは、

お　か ざ　き

市民の皆でんがつくる

属
材
料
研
究
所
」
な
ど
東
北
大
を
中

心
と
し
た
世
界
的
な
研
究
施
設
も
多

く
、
市
民
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
八
月
六
日
か
ら
三
日
間
、
豪
革
な

飾
り
付
け
で
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る

仙
台
の
七
夕
祭
り
は
、
そ
の
昔
、
婦

女
子
の
文
化
の
向
上
を
頻
っ
て
政
宗

が
奨
励
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
数
年
前
の
岡
崎
同
様
、
新
緑
の
美

し
い
み
ち
の
く
仙
台
も
。
独
眼
竜
″

ブ
ー
ム
に
沸
い
て
い
る
こ
と
で
し
よ

　
岡
崎
に
移
り
住
ん
で
十
年
余
り
、

第
二
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
の
岡
崎
を

誇
り
に
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
、

●

▲仙台の市街地

*Vﾀﾞ:;ﾍﾞﾘ､たち兄弟に

見えますかあ～」

会えばけんかぽかりしている、わんぱくトリオ

です。左から旭寿君、博基君そして私好美です

　　　西久保加代子さん（矢作町）

‐
－
●

画

●・

｜

●
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大人気/葵博司崎w

18日～20日まで

会場の一部が無

料開放となりま

した。

やまもと

予{辰渦'

パ‘－

● コ

　！

▲天井は特殊加工の布で覆われ、照明や音響効果と相まって、見る人を
　別世界へ誘いました。

５月５日入場者100万人突破

５月10日入場者120万人突破

寛斎ファッションショー｢パリコレクション｣
　l｣本を代表するフア．･ションデザイナーやまちと寛･^[^'^りフマ　ッヨンショー987 －･88ハリコレクション＿が、

4 1･j26 日、岡崎市青年経営折ﾄ川私辿絡協議会I iIj内r,-r-経営片に.よる、llの賢盾陣ﾄ削本で構成-の主催で、屯笑

斤会館を会場に開催されました　岡i＼!.l産ソ)7印本ノ)モ.ﾉノウV＼'や、地心)?と刀ミカゲ町で構成された匯台は、幻恕

的な雰囲気にとまれ、二の川公演された:5 iiiii^)シトペよ、人山゛計を叫し、岡崎■J)イベント史に斬たなページを防

け'■Jliえました、

▼あいさつをする寛斎氏
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表
彰
を
受
け
る
作
詞
者
の
服
部
さ
ん

?^

13 昭和62年6 )J 1日

皿－

市政だより お　か　ざ　き

ｌ

　－－・－－－－－－－－－一字11t宍

　ﾋT二戸⊇。。

ｊ
？
‘
’

．ｓ“ｓａテーマyﾝｸ発表会

　　　　　　　一一

では第14回岡崎こどもまつりが開

かれ、たくさんの親子でにぎわい

ました。

市政だよりに掲載のあなたの写真を

差しあげます。ご希望のかたは、広

報課広報係までご連絡ください。

　　　　　　　　　豊23　6033

●*●

■**r｀－

-

・ ♂ S

人

、

人

、

人

●　●　●　●　●　●

　:¬畷

４月24日　入場者70万人突破

１

ご
ぎ
い
‘

か

４月29日　入場者80万人突破

"

　　　　一一‥-一一＼

・三河武士のやヵ｀た･!

　家康館入場者･

　200万人突破

▲三河武士のやかた家康

　館の入場者が5月９日、

　開館以来４年半で200

　万人を突破しました。

゛,

s　-

▲
５
月
４
日
、
お
か
ざ
き
世
界
子

　
ど
も
美
術
博
物
館
の
野
外
ス
テ

　
ー
ジ
で
冨
田
勲
氏
を
迎
え
て
、

　
同
美
術
博
物
館
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

　
（
歌
詞
）
発
表
会
が
開
か
れ
ま
し

　
た
。

・第14回岡崎こどもまつり

　;^(

.湖
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㎜お知らせ欄の記事の詳細は担当課へお尋ねください㎜お知らせ
●

１
金
子

登
さ
ん

（
矢
作
町
）

の
作
品

・●

６月の

み

か
無４
月j

こよ
花ごよみ

はなしょうぶ

ーよいおとずれ一

誕生石

パール(真珠)

一健康･長寿･富-

１日　咎琳記命日

循
環
器
系
、
腎
機
能
、
聴
力
、

器
系
、
消
化
器
系
、
糖
尿
病
、

能
、
血
液
、
血
清
の
各
検
査

呼
吸

肝
機

　
そ
の
他
　
申
し
込
ま
れ
た
か
た
は
、

市
が
行
う
胃
の
検
診
、
胸
部
エ
ッ
ク

ス
線
撮
影
は
受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
．

日
日

４
５

日
日

６
７

請
書
　
＠
印
鑑

医療受給者証更新受付日程表

お田植えまつり

●　　J.=－ 日念
悔

時の記

日
至
・

の
　
．

入
父
夏
‘

貿易記念日

日
日
日
日
日

０
１
１
Ｃ
Ｍ
Ｃ
Ｘ
Ｄ

１
１
Ｃ
Ｍ
Ｃ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
Ｓ
I

○
健
康
保
険
証

時　間

各巾民セン

ターの受付

時間は

　午liij 9 ＼U'i

u日川:）
*> I日日(I

　～ir≫川|

午後5 時

6 )j 2日出

　～３日印

(i )j 4 11困

　～５口吻

(j )) 9 U㈹

　～1011(刺

　受　付　場　所

援駿助成課医療助成係

片津.li尺セン9 ー-

大平巾民セン'9 ー

南部市尺センター

六ツ笑市尺センター

'K 作市民センター

束部iIj民センター

｛函tl民センター･の受付は当日のみとします｀･

¬

市
政
だ
よ
り
豊
　
　

１
｛
／
Ｊ
ｌ
1
1
1
1

　
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
、
行
事
案
内

　
　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
変
更
）

保
健
だ
よ
り
萱
2
1
－
1
1
1
2

　
休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

り
せ
、
健
康
一
［
メ
モ

　
　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
変
吏
）

子
ど
も
の
お
は
な
し
　
ａ
ｌ
’
1
1
1
3

　
（
岡
崎
の
ｍ
‐
話
）
　
２

６
月
1
6
日
～
3
0
日

　
　
-
｡
-
"
"
｡

"

　
「
千
年
い
ち
ょ
う
の
木
（
大
幡
町
）
」

－
あ
る
秋
の
、
風
の
強
い
晩
の
こ

　
と
で
す
。
村
の
近
く
に
山
火
事

　
が
起
き
ま
し
た
。
ビ
ュ
ー
、
ビ

ユ
ー
と
ふ
く
風

も
の
電
話
お
か
ざ
き
萱
2
2
-
0
7
8
3

　
小
中
学
生
と
、
そ
の
保
護
者
の
か

た
の
悩
み
ご
と
相
談

乳
幼
児
の
育
児
相
談
　
萱
2
5
‐
1
1
4
5

　
午
前
９
時
～
正
午
ま
で
の
毎
週
水

曜
日

消
防
一
７
　
レ
ホ
Ａ
ガ
イ
ド
　
萱
2
1
・

0
1
1
9

救
急
医
療
情
報
容
2
1
‐
1
1
３
３

人
間
ド
ッ
ク

（
半
日
コ
ー
ス
）
の
検
診

保
健
課
保
健
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
　
6
1
7
9

　
対
象
　
市
内
化
住
の
満
4
0
歳
以
上

6
9
歳
未
満
の
か
た
（
４
月
１
日
現
在
）

　
実
施
期
間
　
1
2
月
ま
で
の
予
定

　
申
込
期
限
　
Ｈ
月
3
0
日
向
（
先
着

６
０
０
名
で
締
め
切
り
）

　
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
○
住

所
＠
氏
名
（
○
＠
に
ふ
り
が
な
）
＠

生
年
月
日
○
性
別
＠
竃
話
番
号
＠
前

回
の
受
診
年
月
を
記
入
の
う
え
、
〒

付込市桐
　
市
内
十
王
町
二
丁
目
九
　
岡
崎

役
所
保
健
課
保
健
係
あ
て
お
申
し

み
く
だ
さ
い
。
（
電
話
で
の
受
け

け
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

検
診
料
　
九
千
円

場
所
　
岡
崎
市
医
師
会
公
衆
衛
生

セ
ン
タ
ー
（
明
大
寺
町
）

　
検
査
項
目
　
身
体
計
測
、
眼
科
、

削
ぽ
脳
㈲
〉
老
人
保
健
法

　
の
医
療
受
給
者
証
が

　
新
し
く
な
り
ま
し
た

援
護
助
成
課
医
療
助
成
係

　
　
　
　
　
　
容
2
3
　
６
1
４
８

　
６
月
１
日
か
ら
新
し
い
医
療
受
給

者
証
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
新
し
い

医
療
受
給
者
証
（
５
月
下
旬
に
送
り

ま
し
た
）
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
お
使
い
の
医
療
受
給
者

証
は
、
次
の
日
時
と
場
所
で
お
返
し

す
る
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
持
参
す
る
も
の
　
○
こ
れ
ま
で
お

持
ち
の
医
療
受
給
者
証
　
＠
更
新
申

行
政
相
談
委
員
が

　
　
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

－
―
・
‐
ｊ
・
‐

生
活
課
市
民
相
談
係

－

酋
2
3
・
’
６
4
９
2

　
岡
崎
市
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
新

た
に
次
の
か
た
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

後
藤
恒
一
（
岩
津
町
）
き
4
5
－
2
6
9
8

●

ｉ
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●・
前
に
、
６
ヵ
月
以
上
引
き
続
い
て
同

一
事
業
を
適
法
に
営
み
（
転
開
資
金

を
除
く
）
、
巾
脱
な
ど
を
完
納
し
て

い
る
か
た

　
資
金
の
使
い
み
ち
　
○
設
備
資
金

＝
事
業
用
の
土
地
、
建
物
、
そ
の
他

の
施
設
を
取
得
、
造
成
又
は
設
置
す

る
の
に
必
要
な
資
金
　
＠
運
転
資
金

＝
事
業
の
経
営
に
必
要
な
資
金
で
、

設
備
資
金
以
外
の
も
の

　
融
資
あ
っ
せ
ん
で
き
な
い
業
種

・
貸
金
業
、
ぽ
険
代
理
業
（
損
保
の
み

対
象
）
な
ど
の
金
融
業
　
・
新
聞
発
行

な
ど
の
新
聞
業
　
・
興
信
所
、
儒
用
調

在
所
な
ど
の
興
信
業
　
・
風
俗
営
業
関

係
の
遊
咀
ハ
飲
食
業
（
原
則
と
し
て
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
が
、
「
風
俗
営
業
等
の
規

制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法

律
」
第
２
条
第
１
項
第
２
号
営
業
の
う

ち
、
食
事
の
提
供
を
主
目
的
と
す
る
場

合
、
及
び
第
3
3
条
営
業
の
場
合
に
限
り
、

一
部
対
象
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

・
パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
な
ど
の
射
幸
的

娯
楽
業
　
・
そ
ろ
ば
ん
塾
、
学
習
塾

な
ど
の
各
種
非
営
利
団
体

　
そ
の
他
融
資
あ
つ
せ
ん
の
対
象
と

な
ら
な
い
か
た
　
・
信
用
保
証
協
会

の
代
位
弁
済
を
受
け
て
、
現
政
求
償

佐
が
残
存
し
て
い
る
か
た
　
・
不
波

り
処
分
に
よ
り
金
融
機
関
と
取
引
停

止
中
の
か
た
　
・
許
認
可
な
ど
を
必

要
と
す
る
事
業
で
、
当
該
許
認
可
な

ど
を
取
得
し
て
い
な
い
か
た

ｌ

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
の
受

け
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
　
診
断
は
午
後
に
な
り
ま
す
の
で

　
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

図
ぽ
圀
ツ
老
人
医
療
の

　
一
部
負
担
金
減
額
申
請

　
を
受
け
付
け
ま
す

援
護
助
成
課
医
療
助
成
係

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
‐
‐
６
1
４
８

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
か
た
が
、
申

請
に
よ
り
減
額
認
定
を
受
け
た
場
合

入
院
１
日
当
た
り
三
百
円
（
２
ヵ
月

を
限
度
）
の
負
担
で
済
み
ま
す
の
で

援
護
助
成
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

y
-

Ｏ

Ｌ
Ｖ　

持
参
す
る
も
の
　
○
国
民
年
金
証

書
（
老
齢
岫
祉
年
金
）
　
＠
印
鑑

＠
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

中
小
企
業
者
に
対
す
る

事
業
資
金

　
融
資
あ
つ
せ
ん
制
度

　
　
　
　
。
－
－
－
－
－
－
－
・
－
－
－
－
－
－
－

商
工
労
政
課
金
融
係

　
ａ
２
３
　
６
２
１
４
・
6
２
1
5

　
　
　
　
　
　
申
込
者
の
資
格
　
市
内
に
一
定
の

　
　
　
　
　
事
業
所
が
あ
り
、
申
し
込
み
の
日
以

・
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
種
類
及
び
条
件
●

制　度　名 屋舎 期間 融資金額 融資利率(年)

ｊ
遥　常　資　金

連転 ５年以内 　　以内

51)0万I'J

　　　　　％

３年以内4.5

５　り　4,7

マ　w　5.5

設備 ７　μ

叶車場川地収得資金 設備 マ　II 700万円

災害復|ll 資金 設備 マ　1/ 7110万円
５　１１　■i .5

７　１１　･1 ,H

不況対策資金 連転 ５　り 700万円 ;i　l1　4.
r>

5　11　･I . 7

公害防止施設整備資金 設備 ７　μ ］,oo()万円 4．6

中小企業俳造高|支化資金 設備 7　II t鵡l'･l刺ti^ﾄ．i.(H≫)力|'l
そび）fUi 1 ．r.i）o力i>j 4.6

転業・開業資金cり[) 逍謳 ５　μ 700万円 5.4

Ｅ 通　常　資　金
運転 5　II

1,200万円
３年以内5.2

５　"　5.4
７　"　5.6設備 7　II

|特別小口資金⑩秒 温訟 5　/; 350 )j円 3　" -1.5
5　" .1.7

中小企業協同組合等共同事
業資金・転背資金Q亘じ

運転
設備

5　'; i略川 5.4

※　転開資金・転貸資金を除き、各制度とも、愛知県IBM]保証協会の伝川保

　江付ですので、別途信用保証料か必要です。

※　利率等については、経済情勢その他の諸事A)'>により変更する二ともあり

　ます。

乳
　
児
　
教
　
室

保
健
課
健
康
管
理
係

　
　
　
　
　
　
ａ
2
3
1
６
0
８
4

　
　
　
Ｉ
ロ
Ｉ

'
　
i
.
'
ｊ
　
―
　
^
v
…

-
Ｖ
一
　
ノ
ー
４
１
１
　
　
Ｕ
Ｈ
ｒ

3 0
分
～
３
時
3
0
分
（
受
付
は
午
後
―

日
時
　
６
月
3
0
日
出

午
後
１
時

時
か
ら
）

　
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
対
象
　
―
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
を

育
て
て
い
る
か
た

　
講
師
　
岡
崎
小
児
叫
医
会
理
事

浅
井
博
明
氏

　
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
か
か
り
や
す

い
病
気
の
予
防
と
治
療
に
つ
い
て

※
　
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者

　
　
　
巡
回
相
談

福
祉
課
障
害
係

　
　
　
　
　
　
容
2
3
1
６
1
5
４

　
相
談
科
目
　
整
形
外
科
・
眼
科
・

耳
鼻
咽
喉
科

　
内
容
　
身
休
障
害
者
手
帳
交
付
に

関
す
る
医
学
的
判
定
と
補
装
具
相
談

　
日
時
　
６
月
2
3
日
肉
　
受
付
＝
午

前
1
0
時
～
正
午
　
診
断
ｈ
午
後
１
時

～
３
時
　
補
装
具
相
談
＝
午
前
1
0
時

～
午
後
３
時

　
場
所
　
隔
祉
の
村
友
愛
の
家

　
申
込
み
　
あ
ら
か
じ
め
係
へ
電
話

菊
苗
即
売
会
と

菊
づ
く
り
技
術
講
習
会

‐
‐
－
－
‐
　
‐
‐
－
‐
　
－

公
園
緑
地
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
S
2
3
－
６
2
5
７

　
１
１
　
１
Ｊ
１
１
ぐ

午
前
９
時
～
午
後
５
時

日
時
　
６
‐
り
1
3
日
出
・
1
4
日
向

　
場
所
　
祓
旧
公
園

　
内
容
　
○
大
輪
菊
・
小
菊
偕
の
即

売
　
＠
移
植
技
術
講
習
会
（
実
演
）

と
栽
培
管
理
指
導
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-

経
理
事
務
（
基
礎
）

　
　
講
　
習
　
会

１
－
｜
↑
！
―
―
‐
－
‐
‐
　
　
　
1

I

商
工
労
政
課
労
政
係

豊
2
3
　
６
3
5
1

一
　
愛
知
県
婦
人
労
働
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

一
萱
０
５
２
’
２
６
４
‐
1
5
2
1

　
　
　
　
　
　
　
－
―
’
‐
‐

時(水
日
時
　
６
月
2
4
日
附
Ｉ
Ｈ
月
Ｈ
口

　
（
計
2
1
回
）
午
前
1
0
時
１
午
後
３

　
会
場
　
労
渦
文
化
会
館

　
対
象
者
　
就
業
を
希
望
す
る
婦
人

　
定
員
　
3
0
■
＞
；
：

　
受
講
内
容
　
初
心
行
向
き
鳩
礎
コ

ー
ス
で
、
簿
記
日
商
３
級
民
度

　
受
講
料
　
無
料

・●
　
申
込
み
　
６
‥
‥
‥
1
7
日
困
　
午
前
1
0

時
3
0
分
～
Ｈ
時
に
岡
崎
巾
労
働
文
化

会
館
に
て
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

　
　
　
ａ
幽
Ｈ
ｗ

・
消
防
設
備
士
試
験

12
日
闘

1 9
日
川

　
　
ｆ
ｌ

７
類
）

　
願
書
受
付
期
間
　
６
‐
･

*
-
7
日
俐
1

1
9
日
削
　
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
４

時
3
0
分

　
願
書
受
付
場
所
　
曖
知
県
産
業
貿

易
館
西
館
１
隋
ロ
ビ
ー
（
弘
‥
　
１
　
［
屋
市

中
区
］
に
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
に
よ
る
出
噸
は
認
め
ま
せ
ん
。

　
そ
の
他
　
受
験
願
書
と
案
内
書
は
、

消
防
４
　
　
部
予
防
課
、
各
分
醤
出
張
所

に
あ
り
ま
す
、

　
‐
1
1
1
1
　
1
　
1
’

〔
予
備
講
習
会
〕

　
ｔ
’
‐
‐
‐
・
ｌ
・
ｉ
‘

　
日
時
　
6
U
2
9
日
向
～
７
‐
り
３
日

斜ぐ　
会
場
　
愛
知
県
産
業
貿
易
館
西
館

　
申
込
書
類
　
消
防
本
部
予
防
課
、

各
分
署
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

ｌ

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
机
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時

3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

30
日

吻

■19
日

㈲

27
日

出

26
日

附

25
日

内

2･1
日

出

■I'A

II

㈹

22
日

向

20
H
巾

ｑ

Ｉ

肖

18
日

困

17
日

巾

Hi
LJ

(■/O

賢

日
Ill I".

T^i'il

1 人

･パi-
－・
n･;l
3 '.,

区"'1

　｀宮

吹淑

'l< '

人竹

やk
本｀

　｀島
学町

fi ｀
収叫

　沢

　明

屯収

明明
人人

十丿
東収

mr ■

1 有
]■・
川北

諧

巾南■

l雅

弘

ll頌

日日

絲

%

t

|“j;

>じ
能

昆

|町

北

中

発
町

|･i|i5 伊

川■ 穴

　｀6北

(ii・ l

n 8,;

新区?

ID] ｀3

　広・

　l.1r 4

小目淑

Ｍ｀巾

　巾゛

　本巾　m-K

　　｀神
　小｀
　Ｍ中

　　｀4
　巾丁

栄
町

-

巾Illl)

5町

]■ ｀

l＼ i-.

　｀中

中｀

７中

’］人

目門

石火

中欠

'K ｀

　｀西

朝欠

日｀

　｀it

r.'x

■;■'.■

　眼

能能
心£

中仙

　｀1
淑･］

能目

椛

　址
　北

９六
区供

　本

　伊　ｎ

　雨

　７

　８

収

集

町

名

※
　
乾
電
池
は
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
透

　
明
な
袋
に
入
れ
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

８

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
ｅ
ｊ
；
;
　
5
1
5
1

鞘
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ａ
０
5
２
2
３
1
０
0
7
1

試
験
日
　
【
／

　
　
Ｉ

２
日
‐

　
　
く

　
試
験
会
場
　
名
占
屋
電
気
通
儒
工

学
院
（
名
古
屋
市
熱
川
区
）

　
試
験
の
種
類
　
○
甲
睡
（
第
１
類

～
第
５
類
）
＠
乙
腫
（
第
１
顛
～
第

献血に　　　　　　　瀞

ご協力ください　･

〔6月の献

:

s*!)

献;;:;::

護係魯23-6145

5 日廓
-I"|

巾

ﾘlU時

叫^岬

ュニ　チ　カ

岡崎　|".鵬

ユニ　チ　カ

献血友の会

6日出
午前i叫

守旧||細分
ヤマナカ羽mi

川崎地区

|欧1『||推進協駄会

10日水

刊vii心吋

守印暇々

愛Sill I-ョタ

岡崎>;■ 島･りi

愛知トヨタ

岡崎営集叫

午前iOII.V

りぃ後3峙
'll･ヽ'/.岡崎病院

岡崎地区

献血推進協議会

11日米

午|狗9時

~乍加ll時

饅知収w産モー

ター岡崎営認巾i

愛知牡日産

モーター献爪公

午引冊3収

ヽ'y-後後

石の公園

川地組介'μ岱明

石の　公園

ﾄii地献lilt 会

13日i±)
乍加m叫

~'v-'m時
心ill　公＼i･|

川崎地区

献m推進|･鵬議会

20日!±)
午li

ヽ鴇

1011$

駄l'if
セルビi"i li;場

川岫地区

mm進＼/A議会

24日水
V-ti

ヽ午

loii.V

疫3峙
lliし岡崎病院

岡崎地区

献血推進|･必議会

26日童
'r-加io叫

ヽ午後3時

マキタ■<＼L 機

装　作　所

マキタ心機

袈作.">i献|自L会

29日鼎

午加lO叫

　～正価
'じ能til陣明宮 |二幡学区献1‘11<?

午唆図加卵

守旧印晦

スー　ノゝ－

ダ　イ　ュー
眼ｨi学区献血会

７月

４日出

r-i

十

rjlU時

琲如分
アオイ・プラザ

岡崎地区

献血推進協議会



画

　　お　か　ざ　き

お知らせ㎜

市政だより昭和62年6 月1日17

児童手当・岡崎市心身障聾者福祉扶助料を受けているかたへ

面;zi帥卵宣希と　023-6 150

●・

住
宅
整
備
資
金
の

　
　
　
　
　
貸
し
付
け
を
し
ま
す

―

　
お
年
寄
り
の
‥
…
Ｊ
川
居
室
、
浴
室
な

ど
を
川
築
、
改
築
又
は
改
造
（
新
築

は
対
象
外
）
す
る
た
め
に
必
要
な
資

金
を
お
貨
し
し
ま
す
。

　
児
童
手
当
・
岡
崎
市
心
身
障
害
者

福
祉
扶
助
料
を
受
給
し
て
い
る
か
た

は
、
６
月
１
日
か
ら
６
月
3
0
日
ま
で

の
間
に
、
継
続
受
給
に
必
要
な
現
況

届
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
、

　
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
予
当
の

支
給
が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
、

　
持
参
す
る
も
の

・
児
童
手
当
の
場
合
…
…
現
況
届
、

受付日時・場所

豊
2
3
　
６
1
４
７

　
貸
付
申
請
の
で
き
る
か
た

・
巾
内
に
住
所
を
有
し
、
建
築
後
１

　
年
を
経
過
し
て
い
る
家
に
お
住
ま

　
い
の
か
た

　
印
鑑
、
年
金
証
書
（
国
民
年
金
以

　
外
の
年
金
に
加
入
の
か
た
は
、
年

　
金
証
書
の
か
わ
り
に
年
金
加
入
証

　
明
書
）

画
岡
崎
市
心
身
障
害
者
福
祉
扶
助
料

　
の
場
合
…
…
現
況
届
、
印
鑑
、
身

　
休
障
害
者
于
帳
又
は
療
育
于
帳

　
　
な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

　
届
書
以
外
に
別
の
証
明
書
が
必
要

　
で
す
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
ご
用
意

６　月 受付日時 受付場所

1 U{l卜

　30 日陶

午前8時30分～

　　　午後５叶

　t濯日は乍化零時皿叶てI

rli役所

援,必助成課

9 日(火～

　lOH(徊

午前９時～

　午後４時30介

南部巾民

　センター

９日側～

　10 日俐

午前９時～

　午後４時■.i(分

人平ill民

　センター

11日(昶～

　12日(紬

午前9時～

　午後４時nu分

岩津rli沁

　センター

n日出～

　12 日剛

午前9時～

　午後4時30分

六ッ美巾民

　センター

16H(-W～

　17日俐

午前9時=一

　午後i時30分

恥部市民

　センター

16日圃～

　17日(昶

午前９吽～

　午後4時30分

川乍市民

　センター

ｌ

・
6
0
歳
以
Ｌ
の
か
た
と
同
居
し
て
い

　
る
か
、
工
事
完
了
後
―
力
月
以
内

　
に
同
居
で
き
る
か
た

・
返
済
で
き
る
見
込
み
の
あ
る
か
た

・
過
去
に
こ
の
資
金
の
貸
し
付
け
を

　
受
け
た
二
と
の
な
い
か
た

　
対
象
と
な
る
工
事

　
貸
し
付
け
決
定
時
よ
り
３
ヵ
月
以

内
に
着
手
し
、
１
年
以
内
に
完
了
可

　
い
た
だ
く
か
受
付
ま
で
お
巾
し
出

　
て
く
だ
さ
い
、

　
○
昭
和
6
2
年
１
月
１
日
現
在
の
住

　
所
が
市
外
の
か
た
…
…
昭
和
6
1
年

　
分
の
所
得
証
明
書

　
＠
昭
和
6
2
年
６
日
‥
１
日
現
在
、
対

　
象
児
童
が
市
外
で
別
居
し
て
い
る

　
か
た
…
…
対
象
児
童
の
世
帯
全
貝

　
の
住
民
票

　
＠
昭
和
6
2
年
６
月
１
日
現
在
、
住

　
所
、
氏
名
、
利
用
銀
行
、
口
座
番

　
号
な
ど
の
変
更
の
あ
っ
た
か
た

※
　
各
繩
手
当
の
受
給
に
該
当
す
る

　
と
思
わ
れ
る
か
た
で
、
申
請
手
続

　
き
が
済
ん
で
い
な
い
か
た
は
、
係

　
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
　
市
遺
児
手
当
・
県
遺
児
手
当
・

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

　
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・
福
祉

　
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て

　
は
、
８
月
Ｈ
日
関
か
ら
９
月
ｍ
一
日
出

　
ま
で
に
、
継
続
受
給
に
必
要
な
届
出

　
書
を
提
出
し
て
い
た
。
だ
き
ま
す
。

能
な
工
事

　
貸
付
の
内
容

・
貸
付
限
度
額
…
二
百
万
円

・
利
率
・
：
年
３
パ
ー
セ
ン
ト

・
返
済
期
問
…
1
0
年
以
内

・
返
済
方
法
…
牛
年
ご
と
の
元
利
均

　
等
払
い

・
連
帯
保
証
人
…
２
名
（
県
内
に
引

　
き
続
き
６
ヵ
月
以
上
住
所
か
廓
利
し
、

　
相
当
の
資
産
又
は
収
入
が
あ
り
、

　
独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る
か
た
）

　
申
請
期
間
と
受
付
窓
口

　
６
月
１
日
倒
～
3
0
日
向
　
福
祉
課

老
人
係殺

人
事
件
の
捜
査
に

　
　
　
　
ご
協
力
を

崎
警
察
署

　
　
　
　
容
5
1
‐
‐
5
６
1
1

　
～
　
小
さ
な
ひ
と
言

　
　
　
　
　
大
き
な
手
が
か
り
　
Ｉ

　
３
月
1
3
日
崩
、
羽
恨
町
で
帰
宅
途

中
の
2
3
歳
の
女
性
が
、
殺
さ
れ
る
と

い
う
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
警
察
で
は
現
場
付
近
の
聞
き
込
み

や
各
家
庭
を
訪
問
し
て
、
犯
人
検
挙

の
糸
口
を
捜
し
て
い
ま
す
が
、
事
件

解
決
に
は
皆
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
た

話
が
、
必
ず
犯
人
検
挙
に
役
立
ち
ま

す
の
で
、
捜
査
員
が
聞
き
込
み
で
お

伺
い
し
た
際
に
は
、
ど
う
か
積
極
的

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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Ｓ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

と

高

校生
の
作
文

募
集

ｉ
ｌ

岡
崎
税
務
署

発
６
５
ド
ー
”
”
し

▼
待
望
の
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得

　
　
丿
所
得
税
が
軽
減
さ
れ
る
Ｉ

　
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
す
る
と
、
所

得
税
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
　
「
住
宅
収
得
特
別
控
除
」
が
そ
れ

で
、
自
分
が
住
む
た
め
に
俳
入
金
等

に
よ
っ
て
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
住

住宅を取得した場合の特別税額控除とは

宅
を
購
入
し
た
と
き
で
次
の
要
件
に

あ
て
は
ま
れ
ば
、
人
叫
し
た
年
か
ら

３
年
間
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
．

　
控
除
額
の
計
算

　
そ
の
年
の
1
2
月
3
1
日
現
在
、
民
間

金
融
機
関
等
か
ら
の
借
人
金
等
の
残

高
と
公
的
機
関
等
か
ら
の
借
入
金
等

の
残
高
の
士
を
加
算
し
て
（
た
だ
し
、

　自分で住むために借入金等によって住宅を新築したり、新築住宅

を購入したとき又は中古住宅を購入したときは昭和61年1月１日か

ら昭和62年12月31日までの問に入居するなど次の要件にあてはまれ

ば、入居した年から３年間、住宅取得特別控除が受けられます。

　〈控除を受けるための要件〉

①工事完了又は購入した日から６か月以内に入居し、その年の12月

　31日まで引き続いて居住していること

②床面積（登記面積）が40㎡以上aoo㎡以下であること

③その年の合計所得金額が1.000万円以下であること

④居住用財産の買換えや交換の特例などを受けていないこと

⑤民間の金融機関等又は住宅金融公庫などの公的機関等からの借入

　金等であること

　ただし、給与所得者等が使用者等から借り入れた借入金等で、そ

　の利息の利率が年3%未満のものなど一定のものは除かれる

⑥借入金等の返済期間が^年以上にわたるもので、かつ、月賦のよ

　うに分割して返済する方法によること

⑦中古住宅の場合は、励その家屋の取得の日以前10年以内（マンシ

　ョン等の耐火建築物については15年以内）に建築されたものであ

　ること、○建築後使用されたことがあること

・●

ただし、

２年目、

･・この控除を受けるには確定申告が必要です。

　サラリーマンは、１年目に確定申告をすると、

　３年目は年末調整で控除が受けられます。

二
千
万
円
を
限
度
と
す
る
）
Ｉ
バ
ー

セ
ン
ト
を
兪
算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

▼
税
に
関
す
る

　
　
　
　
　
高
校
生
の
作
文
募
集

　
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
悦
に
つ
い
て

の
作
文
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
作
文
の
内
容
は
、
税
に
つ
い
て
日

ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
や
意
見
な
ど

で
す
、
例
え
ば
、
税
に
つ
い
て
家
庭

で
話
題
に
な
っ
た
こ
と
や
、
周
り
の

人
の
話
を
聞
い
て
、
自
分
が
感
じ
た

こ
と
、
学
校
で
教
わ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
の
憲
見
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
優
秀
な
作
品
に
は
、
国
悦
庁
長
官

賞
や
名
古
屋
国
税
局
長
賞
な
ど
の
賞

状
や
記
念
品
が
増
ら
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
悦
局
か
最
寄
り
の

税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

シ
ビ
コ
３
階
際
で
～
賜
ｊ
」

愛
知
こ
ど
も
の
国
パ
ネ
ル
展

婦
人
行
政
1
0
年
の
歩
み
　 れ

」
パ

ｌ

　
環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー
優
秀
作
品
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
～
％

・
　
県
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
は

　
無
料
で
住
宅
、
交
通
事
故
、
婦
人

　
職
業
、
年
金
、
県
政
、
県
税
、
法

　
律
、
高
齢
者
、
婦
人
悩
み
事
、
内

　
職
、
教
育
な
ど
の
各
睡
相
談
を
行

　
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
時
間
　
午
前
1
0
時
Ｉ
午
後
５

時
（
原
則
と
し
て
木
喘
日
休
み
）

▼
場
所
　
岡
崎
県
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー

ナ
ー
（
康
生
通
西
　
シ
ビ
コ
３
階
）

か県

:ら岡
ｌ　　　_･

崎
職
業
訓
一

－
ｌ
・
‐
・
・

の
お
知
ら

‐
―
－
　
―
―

せ練
　校

萱
5
1
－
０
７
ぽ
已

　
受
講
者
募
集

①
ワ
ー
プ
ロ
入
門
初
級
講
座

②
自
由
研
削
盤
安
全
作
業
講
座

　
日
時
　
６
月
2
7
日
出
・
2
8
日
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
4
0
分

　
場
所
　
岡
崎
職
業
訓
練
佼

　
対
象
　
在
職
者

　
定
員
　
2
5
名

　
受
講
料
　
無
料
（
②
は
手
帳
代
と

し
て
二
百
円
）

　
申
込
み
　
６
月
８
日
㈲
～
1
2
日
吻

　
①
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
電
話

（
容
5
1
‐
0
7
7
5
）
で
先
着
順
に
受

け
付
け
　
②
ま
ず
、
当
校
へ
受
講
申

請
書
を
依
頼
し
ご
記
入
の
う
え
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
（
先
着
順
）
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ｌ

　
講
師
　
三
宅
文
一
氏

　
講
座
内
容
　
す
ぐ
役
に
立
つ
ガ
ス

の
上
手
な
使
い
方
を
教
え
ま
す
。

　
受
講
料
　
無
料

　
募
集
人
員
　
7
0
名
　
（
定
貝
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
）

　
対
象
者
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
婦

人
（
学
生
は
除
く
）

　
申
込
み
　
６
月
５
日
倒
～
1
0
日
印

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
に
鴎

く
婦
人
会
館
へ
直
接
又
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
寄
付
・
ご
寄
贈
を

　
あ
り
が
と
う

　
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

▼
6
1
年
度
六
ッ
美
中
学
校
卒
業
生
保

駿
者
▼
6
1
年
度
新
香
山
中
学
校
卒
業

生
保
護
者
▼
6
1
年
度
新
香
山
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
6
1
年
度
竜
南
中
学
校
卒

業
生
保
護
者
▼
6
1
年
度
竜
南
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
6
1
年
度
常
磐
束
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
▼
浅
田
千
代
ｒ
▼
鶴
田
政
治
▼

六
ッ
美
中
部
婦
人
会
▼
鈴
木
義
問
▼

金
山
政
敏
▼
岡
崎
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
▼
6
1
年
度
ぱ
々
保
育
園
け
の

会
▼
6
1
年
度
大
樹
が
学
区
総
代
会
▼

加
藤
武
司
▼
6
1
年
度
卒
園
児
保
護
者

▼
6
1
年
度
城
北
保
育
園
ほ
の
会
▼
城
北

保
育
園
園
児
保
護
者
成
田
多
恵
子
▼
6
1

年
度
稲
熊
保
育
園
ほ
の
会
▼
6
1
年
度
脹

石
保
育
園
ほ
の
会
▼
石
川
く
み
子
▼
6
1

年
度
本
宿
保
育
園
母
の
会
▼
6
1
年
度

六
ッ
美
北
保
育
園
ほ
の
会
▼
6
1
年
度

矢
作
西
保
育
園
母
の
会
▼
6
1
年
度
中
園

保
育
園
母
の
会
▼
6
1
年
度
井
田
保
育
園

母
の
会
▼
6
1
年
度
緑
丘
保
育
園
母
の

会
▼
フ
タ
バ
産
業
労
働
組
八
日
▼
河
村

方
ｆ
▼
平
野
ふ
じ
ゑ
▼
6
2
年
度
梅
園

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
男
川
学
区
婦
人
会

▼
6
2
年
度
竜
美
丘
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼

社
会
柵
祉
法
人
中
日
新
聞
社
会
事
業

団
▼
時
々
輪
忠
正
▼
6
1
年
度
大
樹
寺

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
6
1
年
度
南
中
学
佼

Ｐ
Ｔ
Ａ
▼
6
1
年
度
竜
南
中
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
▼
陥
垣
鉄
男
▼
岡
崎
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
▼
愛
宕
小
学
校
創
立
5
0

円
年
記
念
事
業
実
行
委
貝
会
▼
安
田

生
命
保
険
相
互
会
社
愛
知
東
支
吐
▼

岩
月
淳
▼
ワ
タ
ナ
ベ
鯉
の
ぼ
り
㈱

旬
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

▼
岡
崎
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
▼

㈱
松
本
養
鶏
園
▼
東
道
二
三
夫
▼
中

部
サ
ン
ク
リ
ー
ン
▼
岡
崎
巾
斎
場

１ 岡崎市の人□ １
昭和62年５月１日現在

　男　144,980人　869人増

　女　146,624人　424人増

　計291,604人1,293人増

世帯数88.770世帯1,244世帯増

愛
知
県
植
木
セ
ン
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昭和62年6 H １　Ｈ －20 一

梅雨があけたら、もう夏…今年もスポーツガーデンの流水プールベ

【一般】人人600円・小人300円

【団休】大人500円・小人250円

　　※｢小人｣は中学生以下、

　　　｢団体｣は■so名以上。

岡崎公園割浦場･岡|崎公園北馴浦場

　（どちらも割引制度あり）

岡崎市スポーツガーデン
岡崎市康生通西４丁目7 1 －3

萱23－1917(場内呼出23－1733)
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